
Ⅰ 研究について                                    

１ 情報モラル教育に関しての学校課題 

   湖南小中学校の後期課程では、スマートフォンやゲーム類の所有率が高く、それらに接

している時間も長い。また、ＳＮＳやオンラインゲームなどの利用率も高く、それらでコ

ミュニケーションを取っている生徒もいる。さらに、フィルタリングがかかっていない機

器も多く、誰とでも情報交換ができる状況で、メディア機器の使用やモラルに関しての問

題に多くの課題を抱えている。４月に実施した学校生活アンケートによると、ＳＮＳ等を

利用して「嫌な気持ちになった」と回答した生徒の割合が８０％を超える学級もあった。

一方、情報機器を活用した学習は「楽しい」と感じている生徒の割合が９０％を超える学

級もあった。今後、情報機器を正しく活用していくためには、機器の特性をよく理解しな

がら、送り手側と受け手側の両方の立場を踏まえた正しい判断力が身につくように学校や

家庭が情報モラル教育の推進に努め、より一層の協力体制を構築しなければならない。ま

た、情報機器を取り扱う上では、正しい情報機器の使い方がより一層求められる。 

 

２ 実践概要（授業実践、授業研究会等） 

時 期 実 施 内 容 

５月２６日 

 

６月１６日 

６月下旬 

７月 １日 

７月１５日 

 

９月 １日 

１１月１０日 

１１月１６日 

１１月３０日 

１２月 １日 

１２月 ６日 

第１回 校内研修「メディアリテラシー育成事業の方向性」について 

第２回 校内研修「生徒・保護者アンケート」について 

○ 生徒のメディア使用状況及び保護者のメディア意識調査  

第３回 校内研修「教材の作成」について 

○ 研究授業（７年 学級活動） 

○ ふくしま情報モラル教育アドバイザーによる講演会（生徒対象） 

第４回 校内研修「情報教育全体計画」について 

第５回 校内研修「教材の作成」について 

○ 研究授業（９年 国語科） 

○ ふくしま情報モラル教育アドバイザーによる講演会（教師対象） 

○ 令和３年度ふくしま教育創造コンソーシアムでの発表 

第６回 校内研修「実践のまとめ」について 

○ 令和３年度ふくしま「未来の教室」地区別研究協議会で発表 

              郡山市立湖南小中学校（後期課程） 

キーワード：情報を受信・発信する力、自分事として捉える、教科等横断的な情報モラル教育 

情報リテラシー教育 



３ 全体計画 

  「令和３年度 次世代のためのメディアリテラシー育成事業」を実施するにあたり、本校

での「令和３年度 次世代のためのメディアリテラシー育成事業実施グランドデザイン」を

作成した。 

 

４ 年間指導計画 

  年間指導計画については、これまでの学級活動や道徳科での情報モラル教育の実践に加え、

国語科や技術科での教科等横断的な情報モラル教育を、各学年の年間指導計画に組み込ん

だ。 

 

Ⅱ 研究の実際について                               

１ 校内授業研究会での実践等 

  本校の「令和３年度 次世代のためのメディアリテラシー育成事業実施グランドデザイ

ン」に基づき、今年度は「犯罪被害を含む危機を回避できる力」「受け手の状況を踏まえ

て発信する力」「責任をもって適切に情報を扱う力」を身につけさせるため年２回の授業

実践を行った。さらに、授業実践を踏まえ、他の学年でも実践を行うようにした。また、

「令和３年度 情報モラル教育 年間指導計画」についても、学級活動や道徳科だけでは

なく、教科等横断的に情報モラル教育をするように見直した。 

  本校の実態としては、生徒のＩＣＴ機器が充実しており ICT の活用率が高い。また、ス

マートフォンやタブレットの所持率が高く、使用時間も長い。過去には、ＳＮＳ等を通し

て、見知らぬ人との交流やオンラインゲームによる金銭のやりとり、仲間はずれなどのト

ラブルがあった。この背景としては、湖南小中学校の学区が広く、生徒間の家も離れてい

るため、放課後や休日に友達と遊ぶ機会が少ないことも１つの要因となっている。そのた

め、スマートフォンやタブレット、オンラインゲームなどを介して、友達と遊んだり、交

流したりしていると考えられる。 

 

  （１） 第７学年 学級活動「ＳＮＳを上手に活用するためには」(7 月 15 日) 

    ① ＳＮＳなどでの誹謗中傷による被害の現状 

     中学生がＳＮＳなどでのいじめを受けたり、芸能人がＳＮＳなどで見知らぬ人か 

ら誹謗中傷を受けたりして自殺してしまったことを話し、ＳＮＳやオンラインゲー

ムなどで誹謗中傷がある現状を把握した。ＳＮＳやオンラインゲームなどのチャッ

ト機能によって人を傷つけてしまう危険性があるということを理解できた。 



② 発信する力 

文部科学省の YouTube チャンネルにア

ップロードされている「情報化社会の新た

な問題を考えるための教材」の動画教材⑳

「思ったままＳＮＳに送信しただけなのに

」を使用した。その内容は、ＳＮＳの発信

によって、自分が加害者にも被害者にもな

ってしまうというものであった。 

この動画を視聴し、ＳＮＳを発信する際に自分だったらトラブルを起こさないた

めにどのように発信すればよいかを考えることができた。生徒たちからは、意見を

交換していく中で、「この内容はＳＮＳに書く必要があるのかな。」や「私だった

らもっと違う言葉で投稿するかな。」等の発言が聞かれ、問題点を自分事として捉

えることができていた。 

   

③ 受信する力 

フェイクニュースやＳＮＳでの他人の発

言を信じてしまい、嘘の情報をさらに拡散

させてしまい、自分が誹謗中傷を浴びると

いう話を視聴した。どのようにすればその

ようなことにならなかったのか、自分だっ

たらどうしていたかを考えることができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 第９学年 国語科「報道文を比較して読もう」の実際（11 月 16 日） 

     情報モラル教育を、これまでは道徳科や学級活動などで取り扱うことが多かった。

今回の実践では、このような実施状況を踏まえ、教科等横断的な情報モラル教育を行

うために、国語科での授業実践を行った。 

 



① 教科等横断的な情報モラル教育 

国語科の授業で情報モラル教育を取り入

れた。「情報社会を生きる」というネット

ニュースや新聞記事などを見て、情報の発

信方法などの違いについて考える単元であ

る。そのなかで情報の発信者の意図や書き

手による表現の違いに気付き、情報の客観

性や信憑性について考えを深めることがで

きた。 

 

 

② 情報の発信 

ネットニュースや報道文の見出しは、どの

ような意図があってつけられているのかを考

えた。学校での、最近の出来事を「Konan ニ

ューストピックス」として取り上げ、情報の

内容を捉えた上で、読み手を惹き付けるトピ

ックのタイトルを考えさせた。ネットニュー

スの特徴を知り、ニューストピックスのタイトルを考え、発信者の立場となること

で、受信者にどのような言葉で伝えればより上手く伝わるかを具体的な体験を通し

て、自分事として捉えることができた。 

   

③ 情報の受信 

    自分で考えたタイトルを友達と共有し、

受信者の立場として、「どのタイトルなら

その先のニュースの内容を読みたいと思う

か」という視点で、比較させた。比較検討

することで、情報の発信者の意図や表現に

よって受け取り方に違いがでることに気付

くことができた。発信される情報には発信

者の思いや意図が含まれ、受信者はタイトルの印象によって情報を選び取っているこ

とに気付くことができた。「情報は発信者によって操作することが可能であること」

について理解を深めることができた。 

  



２ 情報モラル講演会の様子 

 （１） 第１回情報モラル講演会（生徒対象） 令和３年７月１５日 

  講師 郡山女子大学 短期大学部 地域創成学科 准教授 山口 猛 様 

    第１回情報モラル講演会として、山口先

生から生徒に「自分を守る」「うそにだま

されない」「ＡＩに負けるな」の３つのこ

とについて、お話していただいた。特に「

自分を守る」という話では、「ミルグラム

実験」という話を紹介していただき、閉鎖

的な状況下でのＳＮＳ機器の使用の際の危

険性について話していただいた。その結果、生徒にＳＮＳやオンラインゲームが犯罪

の入り口になる恐れがあることに気付かせることができた。具体的な実験結果をもと

にした話や生徒の現状に即した話であったため、生徒の理解が深まった。 

 

 （２） 第２回情報モラル講演会（教員対象） 令和３年１１月１６日 

     講師 郡山女子大学 短期大学部 地域創成学科 准教授 山口 猛 様 

    第２回の情報モラル講演会として、山口先生から教員対象にお話をしていただいた。

本校の学校行事や校内の活動の中で、どのような場面において情報モラル教育を行っ

ていけるかということについてお話をしていただいた。また、他県での情報モラル教

育の事例や「ＳＮＳノート」、「ネット利用診断サービス」の活用方法についても紹

介していただいた。「情報モラル教育は大事だ」と思っているが「実際に情報モラル

教育の指導の仕方がわからない」という声に対して、具体的な事例や既存のツールを

紹介していただいたことで教員の情報モラル教育への意識の高揚につながった。 

 

 ３ 校内での情報モラル教育を取り入れた教科等横断的な実践 

 （１） 道徳科の授業での実践 

道徳科の授業では、「ＳＮＳノート」の「自分と相手とのちがい」を参考にして、

「カード分類比較法」を用いて、授業を行った。生徒からは「価値観は、人それぞれ

で、自分の価値観を押しつけてはいけない」や「人それぞれ価値観があるから自分が

良くても相手が嫌なときがある」という意見が出てきた。



 
  

（２） 数学科の授業での実践 

    数学科の授業では、データの分析と活用の

単元で「スマホが学力を破壊する（集英社新

書）」のデータをもとに分析する授業を行っ

た。実際のデータを見て、「スマホの使いす

ぎは、学力が低下する」という気付きや「ス

マホの利用が１時間の人は、時間の管理がで

きるから学力が高い」といった分析を行った。 

 

 Ⅲ 成果と課題について                                 

 １ 成果 

○ ＳＮＳやオンラインゲームを使用し、情報を発信する際には、人を傷つけたり、不快感

を与えたりするなどのリスクがあり、責任が伴うということを理解することができた。 

○ ＳＮＳのトラブルやオンラインゲームのトラブル事例などを、自分事として捉えること

ができるようになった。 

   ○ ＳＮＳやオンラインゲーム内でのトラブルの減少につながった。 

○ 情報を受信したときに、その情報が本当に正しい情報なのか、そうでないのかの取捨選

択する力が身についた。 

   ○ 年間指導計画の作成や校内研修の実施、ＳＮＳノートの周知をしたことで、教員の情報

モラル教育に対する意識の高まりが見られた。 

   ○ 学校と保護者との情報モラルに対する認識の差はまだまだ大きいが、保護者を巻き込み

ながら（授業参観や保護者対象の講演会など）取り組んできたことで、徐々に保護者の意

識が高まってきた。 

  

2 課題 

   ● スマートフォンやゲームなどの使用時間は未だに長い傾向があり、今後、さらに情報モ

ラル教育が必要である。特に、タイムマネジメントについての実践が必要である。 

   ● 前期課程と後期課程とのつながりがある義務教育学校の特色を生かして、情報モラル教

育の充実を図るために、国語科や数学科、技術科などの特定の教科だけでなく、各教科で

の年間指導計画の作成と実践の累積を図りながら教科等横断的に進めていきたい。 


